
題
が
見
つ

か
ら
ぬ

は
何
故
か
三
　
ニ

ッ
ケ
ル

の

光
り
を
畫
く
法
四
　

ス
テ
イ
フ
ル
の
意

義
五

藤
村
の
『水
彩
畫

家
』
の
主
人
公
は
丸
山
晩

霞
氏

な
る
か
、
そ
の
發
行
所

（
大
阪
綠
氷
生
）
◎

一

　

三
脚
の
皮

の
部
分
を
廣
く
せ
よ
二
　
畫

題
な

ン
ぞ
と
言
は
ず
足
下
の
石
て
も
突
當
り
の

木
の

根
で
も
畫
く

つ
も
り
な
ら
困
る
程
あ
る
三
　
光

り
は
色
で
は
な

い
、
繪
具
を
塗

つ
て
も
出
な

い
。

他

の
色
の
調
和
で
光

つ
て
見
え
る
の
で
、
黑
繪

を
糟
古
し
な

い
と
こ
ん
な
時
に
困
る
四
　
ど
ん

な
場
合
に
使
用
し
で
あ
つ
た
か
五
　
こ

ん
な
愚

問
は
止
め
た
ま

ヘ
。
發

行
所
は
日
本
橋
通
四
丁

目
春
陽
堂
な
り
■
油
繪
用
カ
ン
ヴ
ァ
ス

の
白
地

は
何
に
て
出
來

る
も
の
に
や

（
北
海
道
オ
イ

ル

ペ
ィ
ン
タ
ー
）
◎
麻

の
薄

い
も

の
ま
た
粗
末
な

ら
帆
木
綿
に
て
も
脚
し
そ
れ
を
貼
つ

て

「
ア
ラ

ビ
ヤ
ゴ
ム
」
又
は

「
ニ
カ
ワ
」

に
て
下
地
を
作

り
其
上
に
胡
粉
を
阿
麻
油
に
て
溶
き

し
も
の
を

塗
る
法
も
あ

り
、
詳
し

い
こ
と
は
分
ら
ぬ

■
絹

地
に
薄
墨

に
て
描
く
時
滲

み
て
困

る
い
か
に
せ

は
よ
き
や

（尾
道
好
畫
生
）
◎
絹
地
に

「
ド

ー

サ
」

を
引
く

の
が
よ
い
ド
ー
サ
引

の
方
法

は
日

本
畫

家
に
き
ゝ
給

へ
、
經

師
屋
に
や
ら
せ
も
よ

い
■
◎
福
島
町
花
村
氏
の
問
は
意
味
不
明

　
　
　
　
讀
者
の
領
分

■
こ
ん
な
記
事
を
大
阪
毎
日
で
見
た
、
曰
く
「英

國
畫
伯

マ
ツ
ク
ワ
ー

タ
ー
氏
は
死
去
せ
り
、
同

氏
は
現
代
英
國
風
景
畫

の
老
大
家

に
し
て
英
國

の
風
物
南
欧

の
自
然
が
氏

の
妙
手
に
よ
り
て
世

に
紹
介

せ
ら
る
ゝ
も

の
頗
る
多
く
、
特

に
伊
太

利
コ

モ
湖
眸
風
景
畫

の
如
き
は
人
を
し
て
神
往

に
堪

へ
さ
ら
し
む
氏
は
エ
ヂ
ン
バ
ラ
附
近
に
生

れ

エ
ヂ
ン
バ
ラ
圖
按
學
校

の
出
身
に
し
て
、
千

九
百

一
年
出
版

の
水
彩
風
景
畫

集
は
廣
く
世
に

行
は
れ
我
國
洋
畫
界
に
も
多
大

の
感
化
を
與

へ

居
れ
り
」
な
ん
と
畫
界
の
大
恨
事
で
は
あ
る
ま

い
か

（英
洋
）
■
前
號

一
會
友
君

の
提
議
は
御

尤
だ
と
思
ふ
。
私
の
考
で
は

先
生
が
批
評
し
て

下
さ
る
の
は

一
は

『
み
づ
ゑ
』
發
展
の
た
め
で
　

も
あ
ら
う
か
ら
御
互
に

『
み
づ
ゑ
』
の
讀
者
を

殖

や
す
こ
と
盡

力
す
る
と
共

に
、
批
評
と
願

ふ
人
達
は

い
づ
れ
も
の
身
分
に
應
じ
て

『
み
づ

ゑ
』
の
特
別
讀
者

に
な
る
と
か
、
基
本
資
金
を

寄
附
す
る
と
か
し
た
ら
ど
ん
な
も
ん
た
ら
う
、

諸
君
の
御

一
考
を
煩
わ
す

（大
阪
の

一
會
友
）
　

■
前
號

一
會
友
氏

の
御
相
談
は
適
切
な
事
と
思

ふ
眞
面
目
に
考

へ
て

一
大
明
案
を
提
出
し
ま
す

（Ｈ
・
Ｈ
生
）
■
大
下
先
生

の
文
部
省
出
品

『春
』

の
原
色
版
を
拜
見
さ
せ
て
下
さ
い

（華
洋
）
■

諸
君
七
十

二
號

の

『
み
づ
ゑ
』

の
原
色
版
は
驚

く
程

い
ゝ
ね
ー

『
興
津
海
岸

の
夕
陽
』
な
ん
か

頗
る
上
出
來
だ
、

一
眼
見
て
な
ん
と
も
言
は
れ

ん

い
ゝ
感
じ
が
し
た
そ
れ
か
ら
日
記
抄
だ
ね
ー

な
ん
と
有

益
な
お
話
し
だ
ら
う
、
石
川
先
生

の

リ
フ
ラ
ク
シ
ヨ
ン
は
ー
は
ゝ
ゝ
ゝ

な
る
程
と

感
心
し
た
、
そ
れ
は
ね
石
川
先
生

の
肉
筆

三
枚

も
見
た
か
ら
さ

（廣
島

△
▲
生
）
■

二
月
號
の

水
繪
原
色
版
は
三
枚
共
見
も

の
な
り
、
中

に
て

も
瀧
澤
先
生

の
『
雨
後
の
夕
』
は
心
知
よ
し

（
熱

心
生
）
■
肉
筆
葉
書
交
換
希
望
者
は

（
東
京
大

久
保
百
人
町
百
二
十

二
中
村

三
郎
）（
仙
臺
市
片

平
町
四
四
阪
秀
太
郎
）
（府
下
八
王
子
町
大
橋
町

六
七
平
塚
）
　

　

　

　

　

　

　
　

◎
寫
眞
同
好
者

の
機
關
と
し
て
扶
桑
寫
眞
倶
樂

部
は
新
に
設
立
さ
れ
た
り
。
事
務
所
は
日
本
橋

靑
物
町
福
井
商
店
及
神

田
今
川
小
路

二
丁
目
二

川
商
店
な
り
。　
　　
　
　
　
　

　
　


